
「全ての生徒に
確かな学力の保障を目指して」

千歳立千歳中学校

「令和７年度不登校対策総合実践事業」成果資料



１ 推進地域の児童生徒の現状

【不登校児童生徒数】

２ 目標、目指す子ども像
・前年度30日以上欠席した児童生徒の欠席日数を減少させる。
・前年度30日以上欠席した児童生徒の総数を減少させる。
・生徒アンケートで「学校生活を楽しく過ごしている」などの肯定的な回答を80％以上にする。
・年２回「Ｑ－Ｕ」を実施し、１回目より２回目の数値が高くなるように、学級集団を中心とした組織的
な取組を進める。

Ｒ４年度 Ｒ５年度 Ｒ６年度

中核校 39人（７％） 53人（10％） 71人（13％）

連携校 ７人（２％） ７人（２％） 11人（３％）

千歳市 281人 321人 336人

・不登校児童生徒数の増加→50日・90日以上共に増加

※（ ）内は、当該校の在籍児童生徒数に対する不登校児童生徒の割合



３ 今年度の取組

【個別最適な学習の確保】

（１）ステップルーム（校内教育支援センター）

①時間帯：午前中のみ開設（９:30～12:25）
→給食後に下校

②学習内容：持参した教材をもとに自学自習
→教科によっては、学級の授業に参加
コミュニケーション能力を高める取組も個人
の学習状況に合わせて進める

③「マイゴール手帳」
→自分で目標を立てて学習を進め、自己調整力
を高める取組



３ 今年度の取組

【ミーティングの様子】

（２）心のＳＯＳの早期発見・早期支援の充実

①学校風土アンケートの実施：年２回

②いじめアンケートの実施：年４回

③ハイパーＱ－Ｕの実施：年２回

④人権教室の実施

⑤いじめ撲滅道徳・学活の実施

⑥校内いじめ対策検討委員会の実施：年４回

⑦不登校対策委員会：年３回

⑧長期休業中の健康観察・教育相談アンケート実施
：年２回 【いじめ撲滅に向けた生徒会中心の取組】



３ 今年度の取組

【千歳市学校適応指導教室「おあしす」のﾊﾟﾝﾌﾚｯﾄより】

（３）各種機関との連携協力体制

①教育委員会青少年課（ＳＳＷ）
→頻繁に情報共有を行い、迅速で適切な初期対応

②千歳市学校適応指導教室（おあしす）
→校内教育支援センターと合わせて、多様な学び
の場を保障

③スクールカウンセラー
→年間２４日間勤務。専門的な見地からの相談・
助言

④子ども家庭課
→ヤングケアラーの未然防止の取組、情報共有を通じた対応



３ 今年度の取組

【生徒が主体となる授業づくりの推進
（校内研究授業「英語」より）】

（４）個別最適・協働的な学びに向けた授業改善

①教科指導と生徒指導の一体化の取組
→発達支援的生徒指導の推進

②「子どもが中心」となる授業づくり
→研究部が主体となり「令和の日本型学校教育」
の推進

③効果的なＩＣＴの活用・促進
→より効果的に教育活動を行うための教職員の研修
の推進

④自主・自律を目指した学習習慣
→ＡＩドリルを活用した家庭学習の習慣の定着



４ 取組のポイント

【情報共有のためのファイル】

・毎週金曜日の４時間目に、日常の授業の様子や様々な調査の結果
から支援が必要な生徒について、情報共有する時間を確保

・文教大学村田教授による「個別の支援計画の作成講座」年３回
・支援が必要な生徒について、組織的に対応できるよう、学校独自
で作成している「グリーンファイル」に情報を整理し、共有

・退職校長を教育支援員として活用

（１）ステップルーム（校内教育支援センター）

（２）心のＳＯＳの早期発見・早期支援の充実

（４）個別最適・協働的な学びに向けた授業改善

・生徒が主体となる活動の設定



５ 成果と課題

【校内教育支援センター利用者数】

①ステップルームまたは、おあしすの利用を通して、
登校できない生徒との関わり合い、学習機会を保
障することができた。

②「自分の考えや気持ちを安心して伝えられる友人
や知人、先生はいますか」の質問に対して肯定的
な回答が9割を超えた。

③金曜日の４時間目のミーティングを定例開催でき
た。教員に加えCO・支援員が主体的に課題解決
を行い、初期対応ができた。

④「いじめ撲滅道徳」、「いじめ撲滅学活」、「い
じめ撲滅集会」と生徒が中心に活動をすすめ、い
じめを自分事とする意識が高まった。

１年生 ２年生 ３年生

Ｒ７．３月 ４人 ４人

Ｒ７．12月 ５人 10人 ７人

増加数 ５人 ６人 ３人

（１）成果



５ 成果と課題

①生徒アンケートで「学校生活を楽しく過ごしている」と肯定的に回答する
生徒の割合を80％以上にすることができなかった。

②「Ｑ-Ｕ」を実施し、１回目より２回目の数値が改善するように努め、親和的
な学級が増えた一方で、学校生活満足群の割合が指標の70％を下回った。

③ステップルームまたは、おあしすを利用している生徒が、意欲的に生活を送
るための次の目標設定が難しかった。

④「グリーンファイル」を、学級担任や教科担任で共有するなど、効果的に活用
できるようにすること。

（２）課題



６ 次年度以降の取組に向けて

①学校に通えない生徒を生まない取組の推進
→子どもたちのウェルビーイングを高める取組、安全・安心な風土の醸成

②Ｑ－Ｕや各種アンケートを活用した良好な人間関係づくり
の推進
→生徒アンケートで「学校生活を楽しく過ごしている」80％以上

③校内教育支援センターの効果的な活用
→個別最適な学習支援、励みになる評価・評定の在り方

④教科の指導と生徒指導を一体化させた授業づくり
→授業を通した「自己存在感の感受」「自己決定の場の提供」


